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ザ
づ
_
的
為
|

:

.

. 

段
の
合
自
的
性
が
考
它
迄
と
い
ふ
。
蓋
し
命
自
的
性
齡
立
場
1

り

.

すi

ば
論
理
的
I

へ：ら
f

.
範
疇
.で
"

I
 く

友

生
起
.の
修
造
ょ
'り
_
解
さ
れ
る
か
ら
セ
あ
り
、
そ
，れ
は
即
ち
實
存
と
も
呼
ば
る
，べ
，き
も
の
で
あ
る
か
ら
で
、
あ
る

2

一
 

)

m)

o 

,
ハ
ィ
デ
グ
ガ
1
の
^

^
の
* •
解
*;
譯
語
盯
ょ
^
實
踐
的
行
爲
の
客
亂
性
を' C
、
ダ
靈
す
る
こ
と
株
容
易
で̂

な
卞
が
ひ
:'
^

^

^
 

、
る
#.
往
1

雜
礎
ず
け
>の
み
，を
以
て
あ
る
政
策
的
認
識
の
客
觀
性
が
底
ち
に
證
明
さ
れ
た
譯
で
は
な
い
。

我
々
が
日
常
に
體
驗
し
、
平
常
に

I

る
所6

あ
る
一
つ
の
愛
掏
社
會
佛i

沉
に

f

蒼

の

管

し

y
j

義
的
に
あ
る一

つ
の
存
在/

 

の
仕
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-
g

-
y
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固
有
の
し
實_

が
行
は
れ
石
か
と
い
ふ
ヒ
と
は
か
、
る

^

^

的
翁̂

^

の
み
ぞ̂

て̂

かM

念
^

て
ゐ
な

W
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权
挝
與1

e
r

政
治
經
濟
學
の
方
法
し‘ 

，

-
.

、

-

X'
Q

r\
八
o

r
ノ 

の
，情
况
は「
膪
史
の
流
れ
、‘
胜
齊
の
ど
ど
-め
き」

の
中
に
在
る
の
.で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
自
ら
作
り
出
す
ど
よ
め
き
の
中
に
、
ど
よ
め
き 

を
'動
力
し
て
ゆ
く
赞
踐
的
，
2!
>̂
の
防
有
の
客
舰
牲
'5
:
求
め
る
と
い
.ふ
こ
と
は
、
た
^
そ̂
の
#

葉
か
ら
は
解
決
せ
ら
れ
な~い
で
あ
ら
‘う
，。

そ
ヒ
で
あ
る
存
在
の
仕
方
め
本
來
固
有
な
る
可
能
性
ど
は
何‘か
と
，い
ふ
こ
と
を
改
；め
，て
問
は
ず.に
は
.い
ら
れ
な
い
。
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.
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.
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/
' 
.
.
.
.
.
.
.
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. 

ti

客
觀
に
對
立
し
た
意
味
で
使
ゆ
れ
る
主
觀
と
い
ふ
言
葉
の
代
り
亡
、
主
體
と
い
ふ
言
葉
を
用
ひ
て
，、
本
來
可
能
の
‘存
在
の
仕
方
を
明 

か
に
し
よ
う
と
す
る
の.が
、
い
は
ゆ
各
虫
體
饨
の
論
现
で
あ
る
。
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「

由
體J

と
-
主
觀
-

〕

と
は
知
論
單
な
る
會
葉
の.相
違
^
け

に
!{
*
ま
る
も
の
で
な
く-
そ
の
意
義
の
相
違
が
寧
ろ
重
要
で
あ
る
。
卽
ち
後
. 

者
は
認
識
論
巧
，
論
理
的
範
疇
で
あ
る
の
に
毁
し

‘
、前
者
は
實
存
的
、丨
政
治
的
概
念
，で
あ
る
。
著̂
の
主
體
性
の
見
解
は
主
と
じ
て
ゴ 

ッ
ト
ル
の
形
成
體
又
は
構
成
體CG

e
b
l
l
d
e
〉

の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
つ
て
、
國
家
的
車
位
に
お
^'
る
人
間
の
共
同
生
活
の
全
體
的
統 

1

•體
を
意
味
す
る
も
の
と
考
へ
ら
，れ
るo
併
し
此
場
合
形
^'
-
隙
の
瓶
念」

が
ゴ
，ッ
ト
ル
や
酒
枝
氏
に
お
け
る
，如
く
人
®
共
同
生
活
の
最
も 

蓥
本
的
な
る
.存
在
と
し
て
、
超
歷
史
的
に
本
質
的
な
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
ゐ
，る

<5
0

'

か
、
或
ひ
は
.現
ft
'
の
歷
史
的
時
代
性
の
性
格
と
し 

て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
-か
明
か
で
な

い

。

例
べ
ぼ
國
民
經
濟
が
圭
體
的
統
；
一
.體
と
.じ
，て
'包
.紙
形
.成
體
で
'あ
る
'と
：い
ふ
の
は
、
，特
に
現
代 

の
我
が
國
，

Q

: ^
に
つ
いV

養

H

そ
4

1

と
い
ふQ

か

、
又
歷
史
的
社
會
的
情
況
に
碧
な
る

一

つQ

存
在
の
什
方
と
し
て
そ
う 

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬと
い

ふ

の

か

、

又
更
に
形
成
體
的
獬
釋
は'^
間
共
同
生
活
の
本
質
次
あ
つ
ズ
、
.ぼ
洲
や
«
泮
の
名
國
ぱ
於
て
中
世 

に

.^
て
も
、
诚
は
又
.

虫
義
的
市
民
社
,#
及
成
長
於
！

^
 

H
:

あ
つ
：；で
も
そ
冬&
:あ
4
だ
.の
，
如

ど

ぢ

が

は

明

滕

に

绳

定

せ

ら

れ

：で

ゐ

故

. 

い
よ
う
で
あ
る
。
憲
し
著
者
は
形
成
體
と'(
.

«§
« ^
民
經
濟
.は
.現
代
に
ぉS

.
V

初
.：

Q

て

麗
.の
：成

务
5:
:
戴
备
と
_

し
、
>乇

れ

：.に

先

立

つ 

時
代
は
た
か
-

^
讓

雜

濟

し

の

域

を

培

ハ

ぬ

本

又

故

「

_

#-
_
濟
し
の
時
代
に
過
：1
方

か

々

た

の»-
あ
 

說

第

五.節

參

照

)

、

併

-1
>
そ

：れ

は

坐

活

北

ハ

可

體

；の

.1

0の
時

代

，的
^ -
ら
'は

れ

と.し

て
.ぞ

ケ
.で
^
,る
(D
.か

、
ゴ.
.ス

ト
^
に
^

け
'
,る
;1
«
<く

嗤

'
歷

.史
的
な
本̂

に
お
い
て
形
成
體
な
の

で

あ
ら
う
か
。

-

-

-

-

-此
點
に
關
し
同
じ
へ

a
、

ッ
卜
ル
摩
观
に
立
ち
な
が
ら
ハ
ソ
國
民
輕
赛
を
以

^

形
成

'

髖
と
は
考
へ
ず
寧
ろ
一
定
の
政
治
的
地
理
的
領
域
内
に
お
い
て
相

'

瓦
關
係
に
人
り̂

办
經
濟

.

の
複
合
に
澈
ぎ
な
い
と
見
：る
對
照
的
見
解
；

,

も
あ
る
の
で
あ
る——

O 

' 

、
 

, 

- 

. 

, 

.

•

ゴ

ッ

ト

ル

H

在

っ

て

は

價

値

判

斷

の

客

觀

的

羅

、た

|

在

論

的

價

S

斷

は

彼

：

特

の

.言
葉

を

使

へ

-ば

耩

成

f

し

て

；
.の

.「
存

' 

在

の

1|
:
:し

さ

」

、「

先

活

と

し

て

の

1(
{
/し
さ

し

に

故

#

す

.る
も

の

と

さ

れ

る

。

そ

の

^

容

と

オ

' ^
と

：ヒ

名

は

、
；
人

間

の

'共

羽

在

活

體

，
の'■
:
-
»
坐
 

沽
と
い
ふ
盘
義
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
と

_いふ

0
，然

る

に

し

ば

-

^
指

摘

さ

れ

る

や

う

に

、

「

在

布

と

し

て

の

正

し

^

J

; ^
か

「

生

活
 

-

促

進

」

と

い

ふ

抽

象

的

な

表

現

を

以

て

何

が

具

體

的

に

理

獬

せ

ち

れ

る

か

は

少

し

も

明

瞭

で

な

い

の

，で

あ

つ

て

、
我

々

は

之

を

取

て

政

策
 

原

理

が

解

決

さ

れ

た

と

は

承

認

し

嫩

い

の

で

あ

る

。
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.
著
者
に
お
い
セ
も\

-

?1

の
存
在
論
的
瞋
値
判
斷
に
關
す
る
ゴ

-

ト
ル
の
態
度
を
慊
ら
食
く
思
は
れ
る
如
く
、
主
體
的
活
動
：の
客
觀
性 

.

——

著
者
の
用
諝
に
ょ
れ
ぬ
主
體
の

「

國
家
原
理
し.

と「

政
策
原
理」

を
政
治
的
に
統1

„

す
る
も
の
を
！

「

歷
史
原
理
し
に
ょ
る
應
介
を
通
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' . 
■.

じ
て
現
资
的
實
踐
的
に
具
體
北
知
ょ
う
と
チ
る
。
こ
の
爲
に
名
つ

'

て
こ
し
れ.

る
も
の
が
卽
ち
リ
ス
ト
の
歷
史
的
、
實

«

的
認

a

と
し
て
：
 

'

の
經
濟
發
展
没
階
論
で^

る
o

著
者
は
ゴ
ッ
ト
ル
の
眼
を
以
て-

-

-

--
-

-
-
-

の̂

_

そ
の
も
の
で
カ
いI

r

リ
ス
小
助
問
題
；

」

を
見
直

.

V 

.
»
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.
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■
-
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. 

. 

. 
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- 

■ 
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• 
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'
-
-
.

I

」

し
、
リ
ス
ト
に
ょ
つ
，て
ゴ
ッ
ト
ル
を
锻
へ
痕
さ
う
と
，寸
る
腕
を
振
は
れ
る
。

，

■

•■

こ
、
にr

w

ス
ト
的
問
題」

と
い」

ふ
の
は
、
私
の
理
解
に
し
て
誤
り
な
け
れ
ば
、
國
民
經
濟

.
'(

D

生
體
性

•

の
把
撣
が
、
動
的
で'

あ
る

.

こ
と
、
、
 

,

即

ち
1

國
家
的
形
成
及
び
經
濟
的
形
成0

原
理
が
常
に
作
用
と
生
成
の
過
程
の
冲
' ^

捉
へ
ら
れ
、
.歷
史
的
實
踐
的
情
況
の
客
觀
的
認
識 

-

の
下
に
捉
へ
ら
れ
るX

H

四
八
頁〕

と
^
ふ
こ
と
で
あ
ら

_

う
。
今
少
し
く
具
體
的
に
い
へ
ば

*

國
民
經
濟
，の
主
體
性
を
表
す
も
の
と
は
、

,

リ
ス
ト
の
い
は
ゆ’

る
全
腭
的
な
る「

國
民
的
生
產
力」

の
概
念
で
あ
り
、
し
か
も
、

_

そ
の
，

「

國
民
的
生
產
力」

)̂
生
谨
と
い
ふ
實
踐
的
形
成

ぃ
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,
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极

祺

與

.
氏

「

政

治

鸫

濟

學

の

方

法

.
1 

, 

八

1
《

八

P

0— 
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板
垣
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「

政诒
經濟
擧の
方法

4
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A
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C

八
〇
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的
な
考
へ
-方
が
彼
の
思
胤
を
貫
い
て
ゐ
る
の
で
あ‘る
。
、

〜 

，

,
惟
ふ
に
、
歷
史
的
愦
況
意
'識
に
基
づ
、い
た
、
ゝ
實
踐
的
形
成
妳
思
想
と
い
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
の
み
い
ふ
な
ら
ば
、
リ
ス
ト
の
對
立
者
た

广• 
. 

. — ： 

. 
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,,i 

•
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i 

• 

. 
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. 
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. 
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«
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.

.

.

.

.

.

. 

r
 

t
 

I
-
-
.

る
ア
ダ
ム
•
ズ
ミ
ス
に
於
て
も
よ
く
之
を
見
る'こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
か0

「

際
立
つ
て
戍
熟
し
た1と
い
は
れ
る
リ
ス
ト

.

ぐ-

.

.

-

-

.
.
.

> 
-
.
I

,

i

 

.

. 

r
- 

, 

r

. 

.
-
:
f 

- 

. 

»
•
. 

.

の「

歷

皮

的

情

況

意

識
1

に
，も
狗
ら^

、
彼

の̂

成
«

^

論
名

*

|

^

物

自
^ |

貿
^

論
^

- »

ド
ィ

.

ッ
.

の
親
實
の.

^

^

.

と

な

^
な
か
づ

 

'た
.の
对 

甸
を
物
語
る
の
で
あ
ら
ぅ
.が
。
又
彼
の
い
は
ゆ
る

.

ス
ミ

.

ス
の

*

界

主

義

は

國

民

的

體

系

を

樞

糖

と

す

る

：發
展

段

險

现

：論

.

に

よ
0;
.て
之
钇

V

'

. 

- 

- 

i 

.
* 

.
.

ン.

-

, 

.

.
♦

 

' 

‘ 

- 

• 

- 

, 

' 

. 
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. 

.、、
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■
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V. 

一

解
決
せ
ん
と
し
た
に
も
柯
ら
ず
、
發
展
段
階
思
想
そ
れ
自
體
が
一
種
の
自
然
主
義
的
、
世
與
主
義
に
酹
^
て
焱
备
の
は
餐
さ
取
友
け 

一
れ
ば
な
ら
ぬ。

.

- 

_
 

' 

f 

/
 

.

.

. 

. 

■ 

.

.

.

.

.

.

. 
';
.
.
.

著
若
は
y

ス
ト
の
意
義
を
彼
め
經
濟
理
論
，に
*

め
：な
い
，で
、
寧
ろ'時
代
の
制
約
を
超
；へ
；る
所̂
獨
^ -
0
^

11
提
出
の
仕
方
杞
求 

れ
る
Q

即
ち
そ
れ
は「

晦
皮」

を
媒
介
.と
す
る
特
殊
偏
向
的
な
る
政
策
と1.
«
:普
遍
的
.な
.基
_
論
士
枚
：統

：1>
キ 

.

i
に
膪
史
と
は
國
民
の
歴
史
で
あ
り
、
理
論
、
政
策
'、
歷
史
の
三
者
の
棘
，--
と
：
は

政

治

的
*
掘
.民

的

絲I,

と

し

：
て^:

I

雙

建

ぃ

德

，
る

-
罵

的
_

ヵ

. 1
歲

薩

、
彥

5

モ
.か

、

る

生̂
力

を

醫

划

杧

採

ぇ

、
る

爲

迄

は

3
何
等
が
'の
形
；に
淤
て
：

「

發
展
段
喈
論」

を
必
要
._と
，す
.今

*

者
林
リ
ス
屮
の
.段
階
理
論
. 

を

城

、
：
：發

展

思

想

と

'ん
:̂
受

耽

ら

，ず

に

、

「

腕

史
.的
實
獄
的
_

識

：の
鞲
靖
原
理」

と
'し
，
て
.之
.を
救
は
ぅ
と
す
#

$
而
し
.ズ

 ̂

の
段
階
现
論
が
合
理
茧
義.で
私
^
た
^
は
呼
吸
せ
：る
時
代‘
ず
.丨
ロ
.ッ
>^
,の
a
-f
i

,!
:
あ
ら
は
す
も
の
に
ほ
如
な
が
な
^(

づ
ス
_ b
も
亦 

時
代
の
子
1

:0
た」

Q
.蒸

^

へ
る
性
格
を
賞
揚
す
.る
爲
に
も
>
.同
時
.
.に：又
彼
'(0
.思
想
.の
缺
陷
^
是
認
す
；
爲
和
も
使
は
れ
セ
ゐ
.冷
 ̂

.

. 
, 

v
>
.

段
階
理
論
を
ぼ
新
た
に「：

歷
史
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